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平成２１年２月２７日

森林・林業公開講座（平成２０年度第２回）

花粉症対策の現状 －森林側から貢献できること－

講師：森林総合研究所

主任研究員 金指達郎氏

本日の話は、スギ花粉対策の現状ということなんですが、花粉症対策といいます

と基本的には、一番メインなのは花粉をなるべく吸わないように予防するだとか薬

を開発するとかということが中心ですが、私たち森林や林業に携わるものの側から

花粉症対策に貢献できることもあります。

右の写真はスギ花粉の電子顕微鏡写真です。見ように

よっては結構かわいい感じがしないでもありません。今

日いらっしゃっている方の中にも花粉症の方が何人かお

られると思います。その花粉症を引き起こす原因となっ

ているのがこのスギ花粉です。

１ スギ花粉症の現状は次の様になっています。

次の図はスギ花粉症の患者の分布状態を表したものです。

全体の平均は２６．５％ですが、これを見ると太平洋側で患者が多いというこが

分かります。また、スギがほとんど無い北海道や沖縄では患者数は少ないことが分
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かります。

左上の囲いの

中ですが、黒い

線がスギ花粉症

の年齢別の有病

率を表したもの

です。

30 代、40 代が

最も高いですが、

10 代から 60 歳

くらいまでの間

はかなり高い割

合で患者さんが

居るという状況

です。

２ スギ花粉と雄花の特徴

右の写真は上がスギ花

粉を出すスギの雄花と花

粉、下がヒノキ花粉を出

すヒノキの雄花と花粉で

す。

この花粉は写真の様に

球形をしていて大きさは

直径が約３０ミクロン

（0．03 ミリ）くらいで

す。スギは一箇所突起が

あります。この突起はパ

キュラと呼ばれていま

す。 雄花の咲く位置は

写真の様にヒノキは枝先

に、スギは新葉の脇につ

きます。
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スギ雄花から花粉がでている

ところです。

花粉が山全体に飛散している様

子です。

スギの雄花は右の写真上の枝

が伸びていってある時以降下の写

真のように葉の脇に付きます。先

端まで雄花が付きます。下の写真

の様に雄花が付くかそれとも枝が

伸び続けるのかそれによって雄花

が沢山付くか付かないかが決まっ

てきます。
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右の写真はもっと詳しく見たものです。

雄花は枝が伸びるのに伴ってある時以降に

付いていきます、枝によって違いがありま

す。

左の写真は十分に発育した雄花ですがまだ

咲いている状態ではない。この 1 個の中に花

粉が約 40 万個入っています。

右の写真は開花した状態です。花粉が鱗片の隙

間にこぼれて風が吹くと散ります。

7 月頃に雄花が分化して枝が伸び

るとともにどんどん雄花が作られて

きます。その後雄花はスギの場合急

速に発達して 10 月頃雄花の中で花

粉が完成します。その頃になると雄

花は休眠という状態になります。花

は暖かければどんどん発育して開花

に至ってしますのですが、この休眠

という状態に入りますと暖かい状態

でもそれ以上発育できない状態にな

ります。この休眠は低温になってく

るとだんだん弱まってきます。1 月

の上旬頃になると休眠は完全にさめて、また発育が再開されます。暖かい温度に対

応してだんだん発育していってあるとき完全に開花します。こういうことで開花時
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期は温度条件によって左右されます。今年は早まったとか去年は遅かったとかある

わけですが、こういう過程を考慮したモデルを作ることによって開花時期の予測と

いうのが出来るようになっています。

スギの雄花はスギの樹冠の内の日

当たりのいい部分である陽樹冠の表

面部に着きます。（右の写真）

普通は 2 年生以上のいわゆる弱勢枝（垂れ下が

り気味の枝）につく。ただし、もっと古い枝はも

う延びず雄花も付かない。（左の写真）

雌花は雄花と違い枝の先端に付きます。です

から雌花が付いてしまうと来年は延びられない

ということになります。雌花がたくさん付いて

豊作になると翌年は雄花が少なくなり花粉が飛

ぶ量が少なくなるというパターンになる。

雌花は開花後 2 ヶ月くらいで急速に発育して

成熟時の大きさに達します。雌花がたくさん付

いた葉群では、雌花が大きくなるためにその葉

群で生産した光合成産物・栄養を大量に消費す

るためたとえ雄花が付くところがあったとして

もつけられないということになる。豊作の後に



- 6 -

は栄養面でも雄花の付く場所の面でも新しい雄花はつけられなくなるということに

なる。

右の図は実際にどれだけ雄花

の生産量が変動するのか調べた

例です。（茨城県の八郷町に 7

箇所の林分で調査）グラフの縦

軸は 10 倍 10 倍となっている。

赤い線を除いて豊作凶作が連動

している。変動の巾は大きく年

によっては 100 倍以上も異なる

ことがある。前年の着果量が多

い少ないということにも影響さ

れるが、もう一つは雄花分化期

の夏の気象条件によっても影響される。

右の３つのグラフの黒い点の線

は前の図の黒い点の線です。左上

の白い点の線のグラフは前年夏の

日射量から予測したものです、実

際の線からはずれるところもあり

ますがほぼあっています。右上の

グラフは前年の雄花量から予測し

たものですがこれもまあまあ予測

できているかなというところで

す。下のグラフは両者を併せて予

測したものです。これですとだい

たい実際の線とあっています。こ

れを花粉試算予報というのがあっ

てそれの基礎として使用しています。

豊作年における雄花生産量は、

ある一定の林齢以上では変わらな

い。これは、雄花の付き得る「陽

樹冠」表面積は林齢によって大き

く変化しないためであるといわれ

ています。（右の図）
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３ スギ花粉の飛散はな

ぜ増えたか

右の図はスギ造林面積

の変遷です。

戦後年間１５万ヘクタ

ールとか１７万ヘクター

ルとか大面積植栽が続い

た時期があったが、今で

は５千ヘクタール程度に

減っている。大面積植栽

した木の林齢が雄花を付

ける時期になってきたと

いうことが言える。

今のスギ人工林の面積

は約４５２万ヘクタール

ということですが、右の

図は、そのうち若い林を

除いて３０年生以上、花

粉を沢山飛ばせられるだ

ろうなというような林の

面積の変遷を表したもの

です。２０年くらい前は

およそ３分の１が重要な

スギ花粉の発生源となっ

ていました。現在は８５

％が雄花を沢山付ける状

態になっています。そのためもうこれ以上は花粉の量が増える伸びしろは少ないと

思われます。しかし、これは図中にも書いてありますが、あくまでも３０年生くら

いから雄花を沢山付けるとした場合の話です。雄花を沢山付けるのが５０年生当た

りからだということになると今後も花粉の量は増えることになります。

４ 花粉飛散予報高度化への取り組み

花粉飛散予報は今も盛んと行われているが現行の花粉飛散予報は、予報精度がひ

どく悪いです。天気予報が当たる確率が約８０％であり、その天気予報に基づいて

花粉飛散予報をだすので目一杯精度がよくても８０％といったところです。今の花

粉飛散予報は、今日は多いでしょう、明日は少ないでしょうといった意味での予報

です。それの確率はよくて４５～６０％くらいと調べた事例があります。なんで予

報が当たらないかといいますと、雨が降っているから少ないだろうとか天気がいい
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から多いだろうというような気象条件レベルでの予測をしているからであって、杉

の雄花の量だとかを考慮していないから当たらない。当てようとするならば、次の

三つのことをきちんとすればもうちょっとはましになる。

この三つのことは、スギ花粉の発生源がどこであるかというような情報は林野庁

の資料を使うと簡単にでてきます。そしてこれは情報提供されています。また、二

番目の予測手法も開発され、定点林観測も林野庁の事業として行われています。三

番目によりどの地方ではいつ頃花をつけるだろうという予測もできるようになって

います。このよなことで、森林側の情報は表には出ていないが使われつつあります。

右の図は、首都圏周辺の花粉発生源分布図

です。これは首都圏のものですが全国のもの

ができています。これを見ると一目瞭然です。

首都圏の周りで見ますと奥多摩や秩父など関

東平野の西側それから日光から鹿沼にかけて

と北茨城の阿武隈山地の南部、静岡県の西部

が特に多い。次いで伊豆半島の西側とか房総

半島の南部が特に多いところの半分くらいは

スギ林があります。 図中の赤いところは４

キロメートルメッシュの中でスギ林が５０％

以上を

占めている箇所です。この分布を明らかに

しておくことで予報の精度を上げることが

できます。

左の図は、気象関係の人が作っている花

粉予報モデルです。非常に緻密なものです

が、いくら緻密なものであっても花粉発生

源の情報すなわちスギ人工林で今何が起こ

っているかという情報がなければ、これ全

体が絵に描いた餅になってしまいます。こ
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のため、しっかり情報提供をしてやるということが森林側からの寄与になります。

右の図は東京花粉ネットというサイト

で誰でも見ることができます。これは東

京都を対象に今いった手法をもちいて花

粉飛散予報をしているものです。これは

自治体がやっているもので時単位で予報

ができるようになっています。来シーズ

ンからは、同じ手法を使って関東地方を

対象にしたスギ花粉予報が環境省からだ

されることになっています。こういうこ

とができるのも森林側の情報提供があれ

ばこそで、これがしっかりしていないと

でたらめの結果に終わってしまいます。

このように、花粉飛散予報に対する貢献というところはすでに実用化に達すると

ころまできています。

５ 花粉発生量を減らすための取り組み

これも森林側からの花粉症対策への寄与として林野庁にももっとも求められてい

ることであります。

減らすための対策として二つあり、一つは今ある林から出て行く花粉の量を減ら

すことであり、もう一つは花粉が発生しないようにすることであります。

今ある林から

出て行く花粉の

量を減らすため

に施業面での対

応として間伐が

行われています。

右の図は林野

庁がだしている

ものです。一つ

として、広葉樹

林化、針広混交

林化をすること

によって花粉の

発生量を削減す

る。そのためにスギ人工林を抜き伐りするとあるのですが、強度に抜き伐りしない

と広葉樹林かできないだろうということでかなり強度な間伐を想定したものです。

もう一つは間伐の推進で、雄花の量の多いスギの木を選んで伐りましょうという
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ことや、一般の間伐でも花粉削減の効果があるということで一般間伐の推進がいわ

れています。

右の図は、間伐率をどんどん上

げていってどのくらいの時にどの

くらいの雄花の量になるか調べた

ものです。

下の線は伐った翌年雄花の量が

どれくらい減ったかを表していま

す。伐った翌年は伐った量に比例

して雄花の量が少なくなっていま

す。大事なのは上の線で、その翌

年の雄花の量を表したものです。

こちらは伐った量比例して雄花の

付く量が増えています。

左の図は強度間伐をしたとき

の雄花生産量の変化です。

このグラフを見ても間伐率を

上げて個体数が少なくなればな

るほど雄花の生産量は増えてい

ることが分かります。ただし、

これには限度があって個体数が

減りすぎれば当然雄花の生産量

は少なくなります。

右の図は、なぜ間伐をすると雄花

の生産量が増えるのかを表したもの

です。スギの雄花は陽樹冠に付きま

す、図中の太い青の線です。抜き伐

りをすることによって青の太線が増

えることになり、減った陽樹冠の表

面積よりも新たにできる陽樹冠の面

積が多くなってしまうことにより雄

花の生産量が増えることになってし

まうものです。
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右の図は、雄花の多い木を抜

き伐りしたらどうなるかを表し

たものです。これを見ると雄花

の多い木を抜き伐りしたあと雄

花の生産量が継続して抜き伐り

実施前より減少して効果のあっ

た箇所もあれば、逆に翌々年か

ら抜き伐り前よりも大幅に増え

てしまった箇所もあります。こ

れは、雄花の生産量が多い木を

選ぶこと自体が難しいというこ

とと選木するときにたまたま雄花が多かったということで、雄花の量が遺伝的に決

まっていたというわけではないということかもしれません。ということでこれも確

実な花粉削減対策にはならないということがいえます。

間伐をしたりすることは逆に花粉が増えることになり花粉対策としては非常にま

ずい、結局、ゼロにするには皆伐するしかないということです。皆伐後は樹種更改

あるいは少花粉スギあるいは無花粉スギというのもありますが、こういうものを植

えるということしかできません。

右の図は林野庁の資料ですが、

少花粉スギや雄花をちょっとし

か付けないとか雄花を付けても

花粉が出ない無花粉スギとかが

あります。

少花粉スギはとりあえずは挿

し木で増殖するのですが、ゆく

ゆくは採種園を作ってこういう

木同士を自然交配させた種子か

らの苗木を皆伐跡地に植えてい

こうということにしているよう

です。

無花粉スギというのは実用化はまだまだ先のようです。

このように花粉削減のための材料はできてきてはいますが、スギにこだわらず外

の樹種に更改していくことも有効な方法ですが、この樹種更改も、現在の年間伐採

面積は５，０００ヘクタールから６，０００ヘクタールくらいしかないのに比して

日本の人工林面積は４５０万ヘクタールくらいあるので、このペースで樹種更改す

ると７００年くらいかかってしまう計算になります。伐採面積を倍にしたとしても

４００年くらいかかってしまう計算になります。結局、樹種更改によって花粉量を
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減らすというのも効果はあまり期待できません。

例えば、基本的に５０年伐期ですべてのスギ林が利用されるとしたら、たとえ少

花粉スギで更新するとか、樹種更改するとかしなくても、ゆくゆく花粉発生量は半

減する。結局は林業が停滞することなくうまく回って元気になるしか花粉発生量を

減らす手立てはないように思われる。


